
2026年 JCOM株式会社   共催：神戸市立王子動物園　

神戸市立王子動物園 園内イベント
企画提案
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1951年の開園から今年で75周年を迎える神戸市立王子動物園。
年間100万人以上の方が来園される長く地域に愛された市立動物園です。
現在は大規模リニューアルの真っただ中にあり、施設も地域との関わり方も、新たなス
テージへと向かっています。

75周年キャッチフレーズ「思い出いっぱい、これからもっと」。

この想いを地域の皆さんと分かち合う場として、地域交流型イベント「ハロー！王子動
物園！ハロー！ネイバーズ！」を開催します。

企画名：ハロー！王子動物園！ハロー！ネイバーズ！

開催日時： 2026年内
複数回開催予定　※
第1回:2026年5月31日
開催済

会 場：
神戸市立王子動物園（神戸市灘区）動物園ホール

対 象：
ファミリー層を中心に、地域のすべての方々

共 催：神戸市立王子動物園
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神戸市立王子動物園で、




地域と企業が一緒に未来をつくる。



そんなイベントを一緒につくりませんか？


※第1回は2026年5月31日に開催済。次回９月以降の開催に向け、参加企業様を募集中です。
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なぜＪＣＯＭが、
神戸市立王子動物園のイベントを提案するのか。

JCOM会社概要
会社名　JCOM株式会社
/ブランド名
J:COM
本社所在地　〒100-0005
東京都千代田区丸の内1-8-1
丸の内トラストタワーN館
主な事業内容　全国5大都市圏で事業展開（札幌・仙台・関東・関西・九州・山口）

　　　　　　　　


・ケーブルテレビ局の統括運営を通じた有線テレビジョン放送事業及び電気通信事業
・ケーブルテレビ局及びデジタル衛星放送向け番組供給事業統括

JCOMは神戸市と「王子動物園の魅力向上」を目的とした協定書を締結。神戸市立王子動物園番組の制作・配信を通じて、より多くの
方に王子動物園を知ってもらい、継続的に応援していただける取り組みを続けています。

75周年という節目に、動物園としても様々な企画に取り組みたい想いがある一方で、人員や予算の面で難しい部分も少なくありませ
ん。そこで、神戸市と協定を締結しているJCOMだからこそ、市立施設である王子動物園とスムーズに連携し、動物園の協力のもとでプ
ロモーション活動を実現することができます。
企業にとっては、通常では得られない「動物園と一緒につくるプロモーション」の場をご提供できることが、本企画の最大の特徴です。

番組・更新回数：25分番組・毎月1回更新(年間12回）

放送日：日曜日 17:30～17:55　月曜日 10:00～10:25　

 













(※水曜日 08:00～08:25） 

その他：公式YouTubeでも視聴可能　

主題歌：ワタナベフラワー「ずーっといっしょ」

おうじどうぶつえんとずーっといっしょテレビ



【対象者】4歳～小学6年生のお子さま

　　　　　(保護者同伴必須)

【人数】30名
(15名×2回)


【時間】①11:00～12:00

















②14:00～15:00

【応募期間】

　2026/5/11(月)～5/20(水)

【募集媒体】おでかけKOBE
(神戸市)

【応募者数】492件
753名

キッズカメラ「MiNiPiC」プロモーション
×
撮影マナーの啓蒙
×
親子のコミュニケーション創出

キッズカメラ「MiNiPiC」のプロモーションとして、王子動物園と連携した子ども向けワークショップを開催。
動物園スタッフによる撮影マナーやおすすめ撮影スポットのレクチャーからはじまり、スタッフの案内のもと実際に園内で撮影を体験。
子どもたちは体験を通して学んだことをワークシートに仕上げ、当日の写真と共に動物園の園内掲示コーナーにて後日掲出。

さらに、参加者にはワークショップで使用した「MiNiPiC」をプレゼント。
企業プロモーションと王子動物園の連携が生んだ、子どもたちの学びや笑顔、笑い声があふれる温かいイベントとなりました。

”出展者さまの声：株式会社レクリッド
代表取締役社長
梅田
様
「非常に多くの方にご来場いただき、各イベントを楽しまれているお客様のご様子や、自社製品に触れて笑顔になる姿を直接拝見することができ、大変有意義な機会と
なりました。また、動物園での学びを支援する今回の取り組みを通じて、自社としても質の高いプレスリリースの発信につながった点に、大きな価値を感じました。」”

4

【実施事例】2026年5月31日(日) 第1回開催
　
キッズカメラ「MiNiPiC」プロモーション

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000091093.html
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【実施事例】2026年5月31日(日) 第1回開催　
﻿工作体験ブースと企業ブース出展

廃材や安全な画材を使った工作体験×企業ブース

イベント会場には、動物園で感じたことを「つくる」「表現する」体験がで
きるエリアとして、芝生マットを引いた工作ブースを設置。廃材や安全な画
材を使って、自由に工作や”動くぬりえ”を楽しむ子どもたち。

その周りでは、本企画に賛同いただいた企業がブースを出展。ブースを回る
スタンプラリーを達成すると、王子動物園75周年記念シールをプレゼント。
自然と企業ブースへ足を運ぶ仕掛けとなっています。

【実施時間】10:00～16:30 出入り自由

【来場者数】約1,300～1,500名 / 記念品配布数
527セット

　　　　　　　⎿ 王子動物園来園者数 4,103名

【ブース例】有料ワークショプ参加数 142組

﻿【第１回出展・協賛企業】※敬称略

株式会社エヌエスケーケー（KDDI代理店）

生活協同組合コープこうべ

株式会社NAGAZON（兵庫県立長田商業高校）

株式会社レクリッド（キッズカメラ）

ラッキー工業株式会社（抱っこひも/物品協賛）



【実施事例】2026年5月31日(日) 第1回開催
　
﻿兵庫県立長田商業高校との連携
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学生主体の「予算付与型」実践プロジェクト

ブース出展料の一部を原資として、兵庫県立長田商業高校へ活動予算を支給。(約5万円）
兵庫県立長田商業高校は、全生徒が株主となって「株式会社NAGAZON」を設立しており、
イベントでの「NAGAZONブース」の運営をはじめ、園内でのチラシ配布や誘導等の運営業
務を依頼。学生の活動を支援するとともに、地域交流や実践的な人材育成に寄与しました。




参加数：学生16名
実施内容：缶バッチ作成/300円・防災ホイッスル作り/500円・オリジナルグッズ販売
集客数：ワークショップ参加
142組・物品販売
36点
(キーホルダー、竹消臭剤
等)
運営補助：園内イベントチラシ配布・会場入口誘導　等

株式会社NAGAZONとは、
兵庫県立長田商業高校（神戸市長田区）の生徒たちが主体となって立ち上げ、経営している本物の株式会社。

主な特徴と設立背景：全校生徒が株主。同校の全生徒が出資者（株主）となっており、実践的なビジネスを学ぶ教育の一環として設立。
社名：「商業のルーツは流通にある」という理念のもと、ネット流通大手の「Amazon（アマゾン）」と高校がある神戸市の「長田（ながた）」を
掛け合わせて命名。
事業内容：校内の農園（MAGAZON農園）で栽培したハーブを使用した商品の開発や、地元企業と連携したまちおこし・商品開発などを行う６次産
業に取り組む。生徒たちは、総務部・財務部・農園管理部・製造部などに分かれ、実際のビジネス経験を積みながら地域活性化を目指している。

なお、別の動物園近隣学校施設からも次回以降イベントの参加相談をいただいております。
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【実施事例】2026年5月31日(日) 第1回開催　
﻿アンケート結果：イベント満足度
4.37

1.どこからお越しですか？

2.神戸市の区を教えてください。（１つ選択）

３.本日は何人でお越しですか？（１つ選択）

４.お子様の年齢を教えてください（複数回答可）

5.本日のイベントをどこで知りましたか？（複数回答可）

6.王子動物園への来園頻度を教えてください。

７.本日のイベント全体の満足度を教えてください　★１:不満～５:とても満足

8.また参加したいと思いますか？

9.改善してほしい点や、次回やってみたい、
　

やってほしいことがあれば教えてください。（自由記述）


◎
ポジティブ

　
⎿
色々な工作道具が揃っていて子供テンションが一気に上がっていました。
　　

素敵な機会をありがとうございます。（工作ブース）

　
⎿
とても楽しいイベントでした！たくさん工作を遊べて、子どももとても










楽しそうでした。ぜひまた開催をお願いします！（キッズカメラWS）


◎
ネガティブ（工作ブース）

　
⎿
色粘土の個数制限とか量の制限を考えて欲しいです。
　　　使ってる子は全色持ってて、使えない子は白だけしかもらえなかったの
　　　で、ちょっと残念でした。

　
⎿
大好きな工作のイベントがあって、とても喜んでいたのですが、










工作の材
料(セロテープや粘土、ハサミなど)が足りてなく、他の人から










借りないといけなかったです。

※アンケート回答:70名



円300,000 (税抜)

メインスポンサー

枠数：限定１社

【ご注意事項】
・イベント内容は王子動物園側への確認が必要となります
・表示金額は企画・動物園との調整・ブース費・放送料となります
・制作物や出演料、追加運営スタッフ等が必要な場合は、別途費用の
ご相談となります

限定1社のメインスポンサー枠

オリジナルイベント企画の実施

プレミアムブース付き

【出展費用】メインスポンサー
▶貴社の商材に合わせたオリジナル企画を一緒に創ります！


　事例：株式会社レクリッド（MiNiPiC）様

園内撮影ワークショップ
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【実施事例】

動物園スタッフによる講演

動物園スタッフによる園内案内

ワークシートの園内掲示

神戸市サイトでの募集受付

王子動物園HP・SNSに社名・商品掲載

メインイベントとして露出　等

企業名・商品名など露出大

例：オリジナル講演 /ワークショップ例：園内オリジナルスタンプラリー

他にも、

イベント会場内の中央エリアにオリジナルブースを設置

1社単独イベントの開催（別途費用ご相談）

イベント会場でオリジナルワークショップの実施　　等、お気軽にご相談ください



円500,000 (税抜)

メインスポンサー

枠数：限定１社

【ご注意事項】
・イベント内容は王子動物園側への確認が必要となります
・表示金額は企画・動物園との調整・ブース費・放送料となります
・制作物や出演料、追加運営スタッフ等が必要な場合は、別途費用の
ご相談となります

限定1社のメインスポンサー枠

オリジナルイベント企画の実施

プレミアムブース付き

2026年度王子動物園番組協賛込み

王子動物園番組にてCM放送3カ月分

【出展費用】メインスポンサー (CM放送付き)
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▶おうじどうぶつえんとずーっといっしょテレビ
　提供テロップ2026年度内 /
応援番組内CM放送3カ月分

応援番組内CM放送
3カ月

　15秒CM：2回
　30秒CM：1回

15秒CMの場合、換算20回/月
※ CM制作が必要な場合は別途費用要
(簡易CM10万円～)

▶放送/視聴可能エリア　関西 3,835,000
世帯



円150,000 (税抜)

【出展費用】イベント会場ブース

プレミアムブース
(対話・契約・ワークショップ）

ブースサイズ：3ｍ×3ｍ
枠数：限定5社

長机2台(1800×450) /
椅子8脚　　　
背面パーテーション(高1800×幅2400）
電源あり
イベント後の来場者数・属性分析データの提供
(個人情報なし）
追加ステージオプション対応（別紙参照）

動物サポーター/番組協賛企業さま
初回 130,000円(税抜）

▼ 基本提供資材を活用したブース展開

▼ 持込み資材で自由にレイアウト

※搬入・搬出時間などに制限があるため別途要相談 10



シルバーブース
(物販・PR・サンプリング)

50,000 円 (税抜)

ブースサイズ：2ｍ×1.5ｍ
枠数：限定４社

長机１台(1800×450) /
椅子2脚(出展側）
電源あり
イベント後の来場者数、属性分析データの
提供(個人情報なし）

動物サポーター/番組協賛企業さま
 30,000円(税抜)
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ステージプロモーション枠

50,000 円 (税抜)
1枠15分

枠数最大5社
ステージ使用 (15分間の専有利用）
プロジェクター・スクリーン使用　　　
音響設備(マイク２本・スピーカー）

活用例：① 新サービスや自社取組みの紹介
　　　　② 親子参加型のワークショップ・体験デモ
　　　　➂ キッズ向けクイズ大会(自社商品をテーマに）

※演出内容は事前に主催者の確認を受けていただきます。過度な販促行為はご遠慮いただく場合があります。



「おうじどうぶつえんとずーっといっしょテレビ」応援プラン
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  サポーターメニュー：番組応援基本プラン

価格 10,000円 (税別)/1ヶ月 

① 応援番組内社名テロップ ② 番組ホームページに社名表示

※実際の画面とは異なる場合があります ※実際の画面とは異なる場合があります

※ 番組協賛企業さまは今後の番組イベント出展について、価格割引など優先的な対応をさせていただきます。



会場：神戸市立王子動物園　動物園ホール　
・所在地：神戸市灘区王子町3-1
王子動物園内


施設：動物園ホール（屋内施設）
・最寄駅：阪急「王子公園」駅　徒歩約4分
/
JR「灘駅」徒歩約８分
・設備：舞台、電源設備、空調完備、スクリーン/業務用プロジェクター
・全天候型の屋内会場のため、雨天でも安心して開催できます。
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集客見込・来園者属性

土日 平均来園者数(5月・10月） 約4,000人

ホール最大同時収容 約 300名程

開催時間 6.5時間（10:00〜16:30）

平均滞在時間 30分（自由入退場制）

想定回転数 4〜5回転

延べ来場者数(見込)     1,200〜1,500名（400〜500組）

イベントを実施した5月31日の 王子動物園来園者数は、4,103人。内
)12歳以下1,480名。天候：晴れ

イベント会場である動物科学資料館には約1,200～1,500名の来場。

来園者は、30代-40代の子育て世代が約54％を占め、4歳～6歳ぐらいの子どもを持つ世帯が多い。

年代・性別別来園者比率

位置情報ビッグデータ分析サービス「KDDI Location
Analyzer」にて
５月土日の来園者情報を分析。

30-40代(赤枠)が合計53.79%と過半数を占め、
ファミリー層へリーチが可能。
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J:COM媒体
王子動物園番組での告知 ─  動物園に関心の高い視聴者層へダイレクトに訴求
地域情報番組でのイベント発信 ─ 神戸・阪神間のファミリー層への幅広いリーチ
イベント当日 園内チラシ配布 ─ 当日来園者へのブース誘導・回遊促進　

動物園広報
公式Xでの告知  ─ フォロワー約12.8万人への発信　
神戸市ニュースリリース ─ メディア掲載を通じた広域への認知拡大
神戸市「おでかけKOBE」掲載 ─ おでかけ先を探すファミリー層への訴求
園内誘導サイン・園内放送 ─ 一般来園者のイベントエリアへの自然な流入

その他
協力企業・学生のSNS発信 ─ 企業ファン層や若年層への認知拡大
各媒体での紹介 ─ Webメディア・おでかけ情報サイト等への露出

　　⎿イベント取材実績 ) 第1回(5/31)
：サンテレビNews / 電波新聞 当日取材あり　　　　　　　　　　　

イベント広報
 動物園公式HP・SNS、神戸市おでかけサイト、JCOM放送媒体など複数の経路を組み合わせてイベントの認知を
広げます。
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https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2026/05/31/94736/


１. 子育て世代へのダイレクト
なプロモーション

来場者の中心は、30-40代のファミリー
層。子育て世代という明確なターゲット
に、対面で商品・サービスを届けること
ができます。

 3. 「動物園を応援する」企業
としてのPR効果

イベント参加・ブース出展は単なる広告出
稿ではなく、動物園の集客・満足度向上に
貢献する地域応援の取り組みです。
CSR・地域貢献の文脈で、企業ブランディ
ングにも活用いただけます。

２. 動物園という非日常が生む、
購買・体験意欲の高い環境

動物園という非日常の空間では、
「折角来たから」「子どもに体験させたい」
という前向きな気持ちが自然に生まれます。
教育や子どもの成長に関心の高い保護者層
が集まるため、子ども向け商材や体験型ワー
クショップとの相性は抜群です

 6. コンパクトな会場
だからこそ届く

大規模イベントと異なり、出展数
を絞ったコンパクトな会場で開催
します。競合ブースに埋もれにく
く、来場者も「ブース疲れ」しに
くいため、一社一社の話をしっか
り受け取ってもらえる環境です。

4. 神戸市民に愛される
「王子動物園」が舞台

75年にわたり地域に親しまれてき
た王子動物園でのイベントは、他で
は得られない特別感があります。
出展企業のブランドイメージにも
ポジティブな印象を与えます。

5. 神戸市共催による
安心感と発信力

神戸市立王子動物園が共催するイ
ベントとして、行政の信頼性を背
景にした告知・集客が可能です。
神戸市の広報チャネルを活用した
発信力も大きな強みです。

 7. リニューアル期
の注目度を活かせる

大規模リニューアル中の王子動
物園は、メディアや市民の関心
が高まっています。この注目度
の中でのイベント出展は、通
常以上の露出効果が期待でき
ます。

 8. 多様な広報チャネ
ルでの露出

J:COM番組・動物園公式SNS
（12.8万フォロワー）・神戸
市イベントサイトなど、複数
の媒体を通じて出展企業名や
ブース情報も発信されます。

協賛メリット
王子動物園イベントへの出展は、通常のプロモーション施策にはない独自の価値を提供します。

▶3つのコアメリット

▶更に広がる5つの強み
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他社ファミリー向けイベント比較
比較項目 A社 B社 本イベント(プレミアムブース)

1ブース出展料  △ 250,000円/日 △ 250,000円/日 ◎ 150,000円/日

会場
ブースサイズ

神戸国際展示場等_大型展示場
〇(3m×３ｍ)

イオンモール等_大型商業施設
 △ (２m×２ｍ)

神戸市立王子動物園
◎(3m×３ｍ)・駅近

来場者規模 〇 2,000～5,000人 △ 1,000～2,000人 △ 1,200～1,500人想定

出展企業数 △ 平均25～30社  〇 平均6～8社 ◎ 5社

接触濃度 〇 競合多数・ブース疲れ 〇 エリアが狭く・ブース混雑 〇 会場コンパクト・混雑

ブランドイメージ
実施実績

△ 商業的な印象
◎ 2024年48回開催

△ 商業的な印象
◎ 年間60回以上開催

◎地域貢献・動物園応援
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引用 )王子動物園リニューアルが始まります。 
 https://www.kobe-ojizoo.jp/img/renewal/savanna.pdf

Appendix：王子動物園ニューアル
現在、サバンナゾーン・爬虫類館を工事中。2027年夏ごろ完成予定。
全体リニューアルついては、2045(令和27)年度を最終目標に想定。

https://www.kobe-ojizoo.jp/img/renewal/savanna.pdf


テーマ

放送概要

タイトル

Appendix：おうじどうぶつえんとずーっといっしょテレビ

「みんなでおうえん　王子動物園」
　番組や関連イベントを通じて、より多くの方に王子動物園のこと

を知ってもらい、継続的に動物園を応援していただけるよう取り組

んでいます。

番組・更新回数：25分番組・毎月1回更新(年間12回）

放送日：日曜日 17:30～17:55　月曜日 10:00～10:25　

 













(※水曜日 08:00～08:25） 

その他：公式YouTubeでも視聴可能　

主題歌：ワタナベフラワー「ずーっといっしょ」

おうじどうぶつえんとずーっといっしょテレビ
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毎月、動物や動物園の取り組みにスポットを

当て、生態や見どころなどを飼育員さんの言

葉を通して伝えています。

動物クイズや飼育員さんのお仕事紹介な

ど、ただ動物を紹介するだけではなく、楽

しく学べるような番組作りをしています。

▶参考）YouTube再生回数/2024年度 9万回 ※年12回分の放送合計再生回数/

※平均7,600回

▶参考）視聴可能世帯 約383万世帯
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